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Hot Fix の適用方法等をご紹介する前に、SAS において Hot Fix はど

ういったものか、どのようなタイミングで適用すればよいのかという

ことを簡単にご説明致します。

Hot Fixは何種類も公開されていますが、どのHot Fixを適用すればよ

いでしょうか？

また、どのようなタイミングで、適用すればよいでしょうか?

弊社テクニカルサポートでは、ご利用のプロダクトに対して提供される

すべての Hot Fix を、インストール直後に適用いただくことを推奨して

おります。

Hot Fix が適用されていないプロダクトにおいて不具合が表面化した場

合、処理がエラー終了したり、意図した結果が得られなかったりなど、

SAS のご利用に支障が生じる恐れがあります。予めすべてのHot Fixを

適用することで、このような不具合による障害が発生することを未然に

防ぐことができます。

過去のリリースでは、個々のHot Fixを手動でダウンロードして、個別に

適用する必要があり、複数のHot Fixの適用が必要な場合に、修正が必

要なプロダクトに対して全てのHot Fixを適用することは容易な作業で

はありませんでした。SAS 9.3以降のリリースでは専用ツールを用いるこ

とで、複数のHot Fixを一括でダウンロード、適用することが可能となっ

ており、従来よりも適用作業が容易になっています。

後続の章では、従来の方法を用いてHot Fixを適用する手順に加え、専

用ツールを用いて複数のHot Fixを適用する手順を解説致します。推奨

している「全てのHot Fixを適用する」方法を実践いただく場合は、後

者の手順をご覧ください。

1.2　Hot Fixを適用するタイミング

[特集] How to “Hot Fix”　Hot Fixを正しく適用していただくために AUTUMN 2014

SAS Technical News 2008 SPRINGの特集では、Hot Fixの意味、適

用の判断、適用方法についてご説明致しました。

近年のリリースでは機能の充実により、Hot Fixに対する考え方や適用

方法が変わっています。

本特集ではSAS 9.4を中心に、改めてHot Fixとはなにか、どのような

場合にどのタイミングで適用するのか、また、どのように適用するのか

ご説明致します。

Hot Fixとは、SASプロダクトを使用した際に発生する不具合の改修や

動作改善等、安定した動作を実現するための修正プログラムです。SAS

プロダクトがリリースされた後、お客様からの報告により発見された障

害事象や弊社内で発見された障害に対し、その重要度や影響を確認

し、Hot Fixが提供されます。このHot Fixは、弊社外部ホームページ

の「サポート＆トレーニング」メニューの「Hot Fixダウンロード」を通

じて、米国本社のHot Fix専用ページから入手できます。

1.1　SASにおけるHot Fixとは
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一括
ダウンロードが
できます

SASにおける
Hot Fixの考え方とは1



2.3　ViewRegistry Reportの作成例
続 い て、ViewRegistry Reportの 作 成 手 順 をWindows版 SAS 9.4 

TS1M2の場合を例に、ご紹介します。他のOSやリリースをご利用の場

合は、前述の SAS Notesに記載されている手順をご参考にして下さい。

なお、SAS 9.2より前のリリースをご利用の場合は、弊社テクニカルサ

ポートへお問い合わせください。

Hot Fixを適用する前に、現在ご利用の環境にどのようなSASプロダク

トがインストールされており、そこにどのようなHot Fixが適用済みで

あるのか、ご確認いただくことが必要です。

そこで、利用するのがViewRegistry Reportです。

ViewRegistry Reportはマシンにインストール済みのSASプロダクト、

および適用済みHot Fixの一覧を格納したファイルです。

ViewRegistry ReportはHot Fixを手動でダウンロードして適用する

方法、一括ダウンロードして適用する方法、どちらでも利用されます。

詳細な使用方法などについては、次のUsage Noteに記載されています

ので、ご確認ください。

Usage Note 35968: Using the ViewRegistry Report and other 

methods to determine the SAS 9.2 and later sof tware 

releases and hot fixes that are installed

http://support.sas.com/kb/35/968.html

ViewRegistry Reportは、Hot Fixのダウンロードをする際に必要なも

のですが、利用する目的は、Hot Fixを手動でダウンロードする場合と、

一括ダウンロードする場合で少々異なります。まずは、こちらをご確認

ください。

Hot Fixを手動ダウンロードする場合
ViewRegistry Reportに含まれる情報は、Hot Fixを手動でダウンロー

ドする際、参考になります。Hot Fixをダウンロードする場合、インストー

ル済みSASプロダクトのバージョンとビット数が必要となります。この

情報を目視で確認するためにViewRegistry Reportを作成します。

Hot Fixを一括ダウンロードする場合
Hot Fixを一括ダウンロードする場合、SAS HFADDというツールが用い

られます。SAS HFADDはViewRegistry Reportを参照して動作する仕

組みとなっています。このため、SAS HFADDを実行するにあたり、

ViewRegistry Reportの作成が必須になります。

2.1　ViewReigstry Reportの利用目的

ViewRegistry Reportは、SAS 9.2以 降 で 利 用 可 能 で す。SAS 9.2 

TS2M2以降では、ユーティリティがデフォルトでインストールされます

が、それ以前のSAS 9.2をご利用の場合はWebからダウンロードして使

用します。

2.2　ViewReigstry Reportの
対応リリースおよび利用方法

[特集] How to “Hot Fix”　Hot Fixを正しく適用していただくためにAUTUMN 2014

①：OS の管理者ユーザーでコンピューターにログオンします。 
②：コマンドプロンプトで次のコマンドを実行します。 

③：<レポート出力先フォルダ>配下にDeploymentRegistry.html および
DeploymentRegistry.txtが 作 成 さ れます。これらがViewRegistry 
Reportになります。二種類のファイル形式（.html、.txt）が作成されます
が、どちらのファイルも同じ情報を格納しています。

④：ViewRegistry Reportを開くと、インストール済みプロダクトおよび適用
済みHot Fixの情報を確認できます。ファイルに含まれる項目は次の通り
です。なお、[Hot Fix Entry] は適用済み Hot Fix がある場合に限り表示さ
れます。

03

   Host: 
   Product:
   Version:
   Display Name:
   Display Version:
   Hot Fix Entry:

プラットフォーム (OS の種類とビット数) 
プロダクトの短縮名
プロダクトのバージョン
プロダクトの正式名称
プロダクトの正式バージョン番号
適用済み Hot Fix番号

2 Hot Fixを適用する前に
 （ViewRegistry Reportの利用）

"C:¥Program 

Files¥SASHome¥SASPrivateJavaRuntimeEnvironment¥9.4¥jre

¥bin¥java.exe"

-jar "C:¥Program 

Files¥SASHome¥deploymntreg¥sas.tools.viewregistry.jar" 

-out "< >" 
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①：Webブラウザで Hot Fixページ 
(http://ftp.sas.com/techsup/download/hotfix/hotf ix.html) を
開きます。

3.1　特定のHot Fixを探すには
前述のHot FixのFTPサイトでは、適用対象となるSASのバージョン、

SASの動作OS、プロダクトのメンテナンスレベルにより、Hot Fixが分

類されています。特定のHot Fixをダウンロードするには、この順番に

FTPサイトをたどっていく必要があります。

3.2　Hot Fixの手動ダウンロード　操作例
ここで は、「64-bit 版 Windows」で 動 作 する「SAS 9.4 TS1M1」の

「Base SAS M1」に対するHot Fix「M88002」を手動でダウンロードす

る場合の操作を例に、Hot Fixの手動ダウンロードの操作をWebペー

ジのスクリーンショットを交えてご説明致します。

AUTUMN 2014

本章では、Hot Fix を手動でダウンロードする場合に必要となる用語

や手順についてご説明致します。Hot Fix は米国 SAS 社の FTP サイ

トにて随時公開されており、Web ブラウザや専用ツールにてダウン

ロード可能となっています。

TECHNICAL SUPPORT HOT FIXES

http://ftp.sas.com/techsup/download/hotfix/hotfix.

html

②：バージョン一覧より、SAS 9.4を選択します。

③：OS一覧より、Windows for x64 を選択します。

バージョン

動作OS

Hot Fix
番号

プロダクトの
メンテナンス
レベル

Windows x64
など

Base SAS 9.4M1
など

M88002x6.zip
など

特定の
Hot Fixを
探します。

Hot Fixの
手動ダウンロード方法3

[特集] How to “Hot Fix”　Hot Fixを正しく適用していただくために

http://ftp.sas.com/techsup/download/hotfix/hotfix.html
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④：プロダクト一覧より、Base SAS 9.4 M1 を選択します。

⑤：ダウンロード可能なHot Fixの一覧が表示されます。
<Hot Fix名>.zip という表記のリンクより、Hot Fixをダウンロードします。
また、<Hot Fix名>.htmlというリンクより、Hot Fix適用時の注意点や適
用後の必要作業が記載されたドキュメントをダウンロードします。

⑥：Hot Fixにより修正される不具合の概要は3行目に記載されています。
不具合の詳細を確認するには、行の左に位置するリンクをクリックして
SAS Notes（技術情報）へ移動します。

なお、修正対象のモジュールが共通する不具合は一つのHot Fixにまとめら
れます。例えば、以下の画像にあるHot Fix N22006は当初作成されたHot 
Fix N22001に対して後ほど5つの不具合に対する修正が追加されています。
新しい修正が追加される度にHot Fix番号が更新されます。

4.1　SAS HFADDの使用条件
SAS HFADDツールの使用条件は、下記の通りです。

こちらを初めにご確認ください。

本章では、Hot Fixを一括ダウンロード

する手順をご説明致します。 

一括ダウンロードをする際には、SAS 

Hot  F i x  Ana l y s i s ,  Down load  and  

Deployment Tool（SAS HFADD）と い

うツールを用います。このツールを用い

ることで、インストール済みのSASプロ

ダクトに対して適用可能なHot Fixを自

動的にダウンロードすることが可能で

す。SAS HFADDはSAS 9.2以降のバー

ジョン であ るSAS 9.2、SAS 9.3、SAS 

9.4に対応しています。

AUTUMN 2014

SAS HFADDは米国SAS社のFTPサイト（ftp.sas.com）からファイルを

取得します。SAS HFADDを実行するマシンは、OSのFTPコマンドによ

る外部サイトへの接続をサポートする必要があります。

SAS HFADDを実行するマシンは、必ずしもHot Fixを適用するマシンと

同一である必要はありません。異なるマシンでSAS HFADDを実行する

場合、Hot Fixを適用するマシンで作成したDeploymentRegistry.txtを

SAS HFADDのフォルダ直下へコピーする必要があります。

●

●

[特集] How to “Hot Fix”　Hot Fixを正しく適用していただくために

Hot Fixの
一括ダウンロード方法4
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⑧：次のファイルをダブルクリックで実行します。 

SAS 9.3以降では、SAS Deployment Managerという管理ツールを

用いてHot Fixを適用します。従来と異なり、SAS Deployment 

Managerを使用することで複数の異なるプロダクトに対して異なる

Hot Fixを適用することが可能です。

本章ではSAS Deployment Managerを用いて複数のHot Fixを一括

適用する手順をご紹介します。SAS 9.4とSAS 9.3で適用手順が一部

異なるため、それぞれ手順を分けてご紹介します。ご利用のSASリリー

スに該当する手順をご覧ください。

AUTUMN 2014

①：Webブラウザで SASHFADDのダウンロードページを開きます。
    SAS Hot Fix Analysis, Download and Deployment Tool
    http://ftp.sas.com/techsup/download/hotfix/HF2/SASHFADD.html

⑤：SASHFADD.exe をダブルクリックで実行します。 
⑥：コマンドプロンプトが表示されます。 プロンプトに対して入力は行わず、
[Enter] キーを押します。 

⑦：次のフォルダが作成されたことを確認します。 
    <日時> の箇所は実行日時に応じて変化します。

4.2　SAS HFADDによる Hot Fixの一括ダウンロー
ド手順
Windows版SAS 9.4のHot Fixをダウンロードする例を用いて、SAS 

HFADD を使用したHot Fixの一括ダウンロード手順をご紹介致します。

なお、本手順では、SAS 9.4のインストールディレクトリが標準ファイル

パス<C:¥Program Files¥SASHome>であることを前提としています。

インストールディレクトリが標準ファイルパスと異なる場合は適宜読み

替えてください。

C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥SASHFADD_< >¥ANALYSIS_SASHFADD_< >

C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥SASHFADD_< >¥DEPLOY_SASHFADD_< >

C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥SASHFADD_< >¥DOWNLOAD_SASHFADD_< >

C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥SASHFADD_< >¥LOG_SASHFADD_< >

⑨：次のフォルダ配下に Hot Fix がダウンロードされたことを確認します。

C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥SASHFADD_< >¥DEPLOY_SASHFADD_< >

⑩：ダウンロードした Hot Fix を次のフォルダに移動します。 

C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New

Hot Fixの適用方法5

②：Windowsの場合、[SASHFADDwn.exe]のリンクを選択し、実行ファイル
をダウンロードします。

③：SASHFADDwn.exeをダブルクリックして任意のフォルダに解凍します。
今回の手順では一例として、<C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD>に
解凍します。
View Registry Report <C:¥Program 
Files¥SASHome¥deploymntreg¥DeploymentRegistry.txt>を
SAS HFDADDのフォルダ直下にコピー＆ペーストします。 
ViewRegistry Reportの作成方法は本特集の第2章をご覧ください。

④：

[特集] How to “Hot Fix”　Hot Fixを正しく適用していただくために

C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥SASHFADD_< >¥DOWNLOAD_SASHFADD_<

>\ftp_script.bat

SAS 9.3と
SAS 9.4で
手順が異なります

Hot Fix 
一括適用の
手順です

例

C:¥Program 

Files¥SASHome¥deploymntreg¥DeploymentRegistry.txt

→ C:¥Program Files¥SAS¥SASHFADD¥ DeploymentRegistry.txt
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①：管理者権限を持ったユーザーアカウントで OS にログインします。
②：全ての SAS サービス、SAS プロセスを終了します。
③：SAS Deployment Manager を起動します。 
[ スタートメニュー ]  →  [ すべてのプログラム ]  →  [ SA S ]  →  [ SA S  
Deployment Manager 9.4]

④：[タスクの選択] 画面では、[ホットフィックスの適用] を選択して次に
進みます。

⑦： [ホットフィックス更新の確認] 画面では更新内容を確認し、次へ進みます。

・ [次へ]ボタンが表示される場合、Hot Fixの適用が可能です。ボタンを押し
て次へ進みます。

・ [次へ]ボタンが表示されない場合、必要ファイルに対する書き込みが不可
となっている可能性があります。下部ウィンドウにファイルの一覧が表示
されますので、ファイルが使用中でないことを確認した後、[更新]ボタンを
押します。更新が完了し、[次へ]ボタンが表示されると適用が可能です。
ボタンを押して次へ進みます。

5.1　SAS 9.4に対するHot Fixの一括適用手順
本項では、SAS Deployment Managerを用いてSAS 9.4にHot Fixを

適用する手順をご紹介します。SAS 9.3をご利用の場合、次項5.2の手

順をご覧下さい。

AUTUMN 2014

⑤：[ホットフィックスの適用] 画面では、Hot Fix を保存したフォルダを指定
します。本手順では次のパスを例として用います。

⑥：[システムの確認] では PC に Hot Fix が適用可能な状態であるか確認を
行います。

[特集] How to “Hot Fix”　Hot Fixを正しく適用していただくために

C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New
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⑨：[配置の完了] 画面で [次へ] ボタンが表示されると、適用は完了です。
 [次へ] ボタンを押します。

⑧： [配置の要約] 画面で [開始]ボタンを押すと適用処理が開始されます。

⑩：最後に [完了]ボタンを押してSAS Deployment Manager を終了します。

5.2　SAS 9.3に対するHot Fixの一括適用手順
本項では、SAS Deployment Managerを用いてSAS 9.3にHot Fixを

適用する手順をご紹介します。SAS 9.4をご利用の場合、前項5.1の

手順をご覧下さい。

①：管理者権限を持ったユーザーアカウントで OS にログインします。
②：全ての SAS サービス、SAS プロセスを終了します。
③：WindowsエクスプローラでHot Fixを保存したフォルダへ移動します。
本手順では次のパスを例として用います。

④：64-bit版ソフトウェア用と32-bit版ソフトウェアのHot Fixは別々のフォ
ルダに保存する必要があります。
フォルダを2つ新規作成し、x6 と wnというフォルダ名に変更します。

⑤：ファイル名末尾2文字が「x6」は64-bit版ソフトウェア用のHot Fixに
なるため、x6フォルダへ移動します。
ファイル名末尾2文字が「wn」は32-bit版ソフトウェア用のHot Fixに
なるため、wnフォルダへ移動します。
ファイル名末尾2文字が他の文字列の場合、特殊なHot Fixになるため、
wnフォルダへ移動します。

⑥：次にSAS Deployment Managerによる適用手順（⑦～⑭）は、x6フォ
ルダとwnフォルダ配下の Hot Fixに対して一度ずつ別々に実施する
必要があります。合計で二回、適用手順を実施します。

⑦：SAS Deployment Manager を起動します。 
[ スタートメニュー ]  → [ すべてのプログラム ]  → [SAS ]  →  [SAS
Deployment Manager 9.3]

⑧：[タスクの選択] 画面では、[ホットフィックスの適用] を選択して次に
進みます。

⑨：[ホットフィックスの選択] 画面では、Hot Fix を保存したフォルダを
指定します。
1回目の適用作業では、64-bit版Hot Fixを保存したフォルダを指定
します。今回の例の場合、
C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New¥x6 を
指定します。
2回目の適用作業では、32-bit版Hot Fixを保存したフォルダを指定
します。今回の例の場合、
C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New¥wn を
指定します。なお、適用作業は順不同です。

C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New

C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New¥x6

C:¥Program Files¥SASHome¥InstallMisc¥HotFixes¥New¥wn
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⑩： [システムの確認] では PC に Hot Fix が適用可能な状態であるか確認を
行います。

・ [次へ]ボタンが表示される場合、Hot Fixの適用が可能です。ボタンを押し
て次へ進みます。
・ [次へ]ボタンが表示されない場合、必要ファイルに対する書き込みが不可と
なっている可能性があります。下部ウィンドウにファイルの一覧が表示されま
すので、ファイルが使用中でないことを確認した後、[更新]ボタンを押します。
更新が完了し、[次へ]ボタンが表示されると適用が可能です。ボタンを押して
次へ進みます。

■1回目の適用作業 ⑪：[ホットフィックス更新の確認] 画面では更新内容を確認し、次へ進みます。

⑫： [配置の要約] 画面で [開始]ボタン を押すと適用処理が開始されます。

⑬： [配置の完了] 画面で [次へ] ボタンが表示されると、適用は完了です。
[次へ] ボタンを押します。

■2回目の適用作業
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新規不具合への対応6
新規の不具合が発生した場合、SASではメンテナンスによる修正と

Hot Fixによる修正の2種類の対応があります。

通常、新たに発見された不具合の解消はHot Fixではなく、メンテナン

スでの修正が検討されます。メンテナンスとは、定期的に公開される

累積修正プログラムで、Hot Fixよりも修正規模が広く、適用すること

で複数のプロダクトに対する複数の不具合が解消されます。メンテナ

ンスを適用すると、対象バージョンの「メンテナンスレベル」という識

別番号の値が更新されます。

メンテナンスは、ご要望を頂いた場合にメディアに焼いてお送りしていま

す。メンテナンスの郵送をご希望の場合は担当営業までご連絡ください。

一方、Hot Fixは、対応が急がれる致命的な不具合を解消する目的で提供

されます。そのため、特に製品動作への影響範囲が大きく、回避策によ

る対応が難しい不具合が優先的に対象となります。

また、Hot Fixをご提供するにあたって、対象のバージョンのサポートレベ

ルも考慮されます。サポートレベルとは、不具合による障害が発生した場

合にHot Fixをご提供できる可能性を示す値です。たとえば、サポートレ

ベルが低いバージョンの場合は、Hot Fixのご提供が難しくなることがあ

ります。各サポートレベルとその意味合いは右記にてご案内していますの

で、ぜひご確認ください。

SASサポートレベルについて

http://www.sas.com/offices/asiapacific/japan/servi

ce/technical/v8sup.html

今号では、Hot Fix適用の意義と実際の適用方法についてご説明致しま

した。今号がHot Fixを適用して、より快適にSASをご利用頂けるきっか

けとなりましたら幸いでございます。

おわりに7

SASを
快適にご利用くださいSAS 9.4TS1M0に最新のメンテナンスを適用　

→　バージョンがSAS9.4TS1M2に変化

例

?

⑭：最後に [完了]ボタンを押してSAS Deployment Manager を終了します。
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株式会社岩手銀行 (The Bank of Iwate, Ltd. )

本店      　盛岡市中央通一丁目 2 番 3 号 
設立          昭和 7 年 5 月 2日 
資本金      120 億 89 百万円 
従業員数  1,489 人 
店舗数      110 ヵ所

いわぎんリース・データ株式会社 

本社     岩手県盛岡市中ノ橋通一丁目 5 番 31 号
設立      昭和 47 年 4 月 1日 

資本金    30,000 千円
従業員数  122 人

SAS 
Partner Network

SAS パートナーネットワーク

「データ分析体制を定着させる」／ 株式会社岩手銀行様のケース 

Case Study

岩手銀行様は岩手県を中心に110ヵ店を展開し、預金等3兆2,846億円、

貸出金1兆6,389億円（いずれも平成26年3月現在残高）、従業員数

1,500名弱の地方銀行です。

格付投資情報センターおよびスタンダード＆プアーズからシングルＡフ

ラットと格付されており、健全な銀行というイメージが持たれています。

このプロジェクトの主体となった営業統括部は、営業推進に関する基本

方針や戦略の策定・新規業務の開発・営業店への指導などを所管され

ています。

また、法人・個人業務全般と、預かり資産部門の企画・推進を行うプライ

ベートバンキング室、コールセンターやインターネット支店を統括するダ

イレクトバンキングセンター、本体発行のクレジットカード業務を担うクレ

ジットカードセンター、お客様の満足度向上に努めるCS推進室などの部

門も統括しており、行員が総勢50名を超える大所帯となっています。

第3回

ネイチャーインサイト株式会社

“予見する力”で未来を変える
SASのプロフェッショナルカンパニー

今号では、ネイチャーインサイトの特徴を

活かしたコンサルティングサービスとして

マーケティングプロジェクトを立ち上げた

株式会社岩手銀行様のケースを、関係者の

インタビューを含めてご紹介いたします。

11
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岩手銀行様は新商品を検討する際や与信分野において、分析による効果を

認識されてはいたものの、継続的に実施することが困難な状況にあり、な

んとか分析業務を定着させることはできないものかと思案されていました。

「これまでもマーケティングについて新商品や与信分野などで特定の業務

が明確な場合には、その都度分析を行い業務に貢献してきました。しかし

日々の推進企画立案の基礎となる分野のマーケティングについては、その

重要性が認識されながらも各担当者レベルの実施に留まり、ノウハウの

引き継ぎは困難でした。

とりわけ、マーケティングに必要なIT技術については、その専門性の高さも

あってなかなか定着方法を見つけられずにいました。システム・ツールの

使い方が分からない状態では分析を継続することもできず、結果としてノウ

ハウが途切れることとなり、マーケティングの分析結果を継続的に出してい

くことが困難であるという問題になっていました。」（岩手銀行ご担当者様）

「技術維持の困難さ」

継続的に分析業務を遂行するための解決策として、新たなマーケティング

体制の構築を検討されることとなりました。マーケティング体制の構築に

必要な要素を検討するにあたり、「人材」「データ」「データ分析の仕組み」

の3つをあげられ、このうち「人材」（マーケティング力）に関しては、SAS

を用いての「データ分析処理のスキル」と「データを見る（読み解く）目」

に大別されました。

今回、体制を構築するにあたっては、「データ分析処理のスキル」と「デー

タを見る目」を切り離すことを前提に検討を行われ、前者について他部門

でのITサポートの実績がある、いわぎんリース･データ様に現場駐在型で

の技術支援を相談。また、後者については「個人・法人・預かり資産」の

各部門よりそれぞれ1名を選任され、チーム結成に向かわれました。

「行員には様々な施策を立案する上で『データを見る目』は必要ですが、シ

ステムを操作してデータ分析処理まで行わせるのは過去の経験からも、

ハードルが高く、体制を維持できない可能性があると言わざるを得ません

でした。」（岩手銀行ご担当者様）

いわぎんリース・データ様は岩手銀行様の関連会社として、銀行のシス

テム関連業務や民間のソフトウェア開発を行われている会社です。

昨年度から、銀行の本部行員が対応している各種の計数とりまとめ業

務等を代行することで、行員のノウハウやスキルを一定のレベルで継承

していく施策をITマネジメントの一環として実施しています。ネイチャー

インサイトは、いわぎんリース・データ様からお話をいただき、お手伝い

させていただくことになりました。

「営業統括部様から相談を受けた時に、以前から知っているコンサルタ

ントが在籍しているネイチャーインサイトと協業し、分析についてのコ

ンサルティングをネイチャーインサイトが担当し、SASのSE・運用は当

社が担当することで体制が組めるのではと考えました。また、データベー

スマーケティング業務に携わるSEに対して、SAS技術取得のため基礎

から実践までの各種研修会に参加して技術取得させるとともに、データ

ベースマーケティングに関連する技術取得や今後の拡張対応を鑑み、

データベースマーケティング（DBM）プロジェクトの立ち上げ活動を開

始しました。」（いわぎんリース・データご担当者様）

また、いわぎんリース・データ様の思いとしては、ネイチャーインサイト

がSASエンジニアサービスの提供について豊富な経験や実績があり、今

回のような現場駐在型によるSASのシステム開発を依頼しても対応可

能であることもネイチャーインサイトを選んだ理由の一つであると語っ

ています。

本プロジェクトを立ち上げるにあたり、最初から万全な体制が整って

いたわけではありません。メンバー選定から、研修体制に至るまで検

討を重ねて現在の体制が整いました。

「マーケティング・分析ということ自体、白紙からのスタートではあっ

たのですが、中堅キャリアのSEを用意できたこと、金融以外の事業分

野も経験したメンバーが参画できたことで偏りや先入観なく知識の

吸収ができたと考えています。また、DBMチームのSASの研修への

参加、マーケティング関連の共同学習などを行えるようにしました。」

（いわぎんリース・データご担当者様）

分業体制分析体制維持の課題

1.プロジェクトのはじまり

2.プロジェクトの計画と実施

｢ITパートナーの存在｣

｢要素の確認と分業｣

Case Study

業務領域とデータ領域の立場から「知識・経験・技術」を持つことが必要

どのような体制であれば継続性を保てるか？

担い手、継承方法として検討が必要

ネイチャーインサイト いわぎんリース・データ様

営業統括部様

技術支援
コンサルティング領域

データ分析処理のスキル

エンジニアリング領域

データを見る目

業務領域
実務条件に関する領域

データ領域
データ処理に関する領域
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プロジェクト実施後の状況について、岩手銀行のご担当者様は以下のよ

うに語っています。

「着手段階では、抽出時間が想定外であったなどデータ収集に意外と苦労

しましたが、システム部門と共同で進めながら使える状況に向かってい

きました。

ある程度データを見ていく中で、分析ができるかできないか、期待した

データが用意できないときにどう対処するかなどその場で相談しながら

進めることで業務に徐々に慣れてきたのではと思います。」

「担当分野・テーマ別に折に触れて相談しながら進めることができ、施

策実施のための予備的調査、外部統計と組み合わせた分析、事前に業

務を特定できないような分析、既存分析から少し角度を変えてみたい

資料の追加作成などの実施ができるようになっていきました。

特に作業環境を行員のそばに置いたことで担当者とのコミュニケー

ションがとりやすく、方向性を決める前の軽い段階で相談しながら分

析の可否・軌道修正など細かく動けるようになりました。」

「分析について銀行員とエンジニアを分業したおかげで、行員は分析の技

術的な作業から解放され、営業戦略の立案に集中できるようになりまし

た。また、エンジニアも行員から依頼を受けるたびに分析の方向性につい

て経験を積んでいくことによりレスポンスも早くなってきています。」

「担当者が変更となった場合でも、それまでのノウハウはエンジニアも

共有しているので、チームとして引き継いでいけると想定しています。」

今後の展望について、岩手銀行のご担当者様は以下のように語ってい

ます。

「マーケティングは業務そのものが表に出ることはあまり無く成果に目

が行きがちで、とかく成果を求められる傾向にあるのですが、目に見

えない部分を大切にしなければと思います。」

「マーケティングは植物に例えると根のようなものであり、目に見えな

いところですが、実だけを見ないでしっかりと根を張らなければ大きな

実は得られないと考えており、息長く続けられればと思います。」

しっかりとした根を張ることで大きな実をつける

分担と連携

3.実施後の状況について 4.今後の展望

「当行流をつくる」 「マーケティングは業務の基盤」

「現場駐在型」

「レスポンス向上」

「技術の継承」

「データ分析体制を定着させる」／ 株式会社岩手銀行様のケース 

データ領域の
知識

データ領域の
経験

データ領域の
技術

業務領域の
知識

業務領域の
経験

業務領域の
技術

分担

担当者の
変更

技術者連携による
情報の保全

マーケティング分析マーケティング分析

成果

成果

成果
成果

成果

担当者の
変更

担当者の
変更
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ネイチャーインサイト株式会社　ソリューション営業部
Tel: 03-5825-1021　
受付時間 9:30 ～ 18:00（土・日・祝日・当社指定の休業日を除く）
email:sales@n-insight.co.jp
http://www.n-insight.co.jp

お問い合わせ

Contac t us

ネイチャーインサイト株式会社
篠田　竜司
1994年1月
1,000万円
12月
〒101-0032 東京都千代田区岩本町3－7－2 スヂノビル2階

社 名
代表取締役
設 立
資 本 金
決 算
本社所在地

会 社 概 要

岩手銀行様のプロジェクトを遂行する上で重要なポイントとなったもの

に、分析の課題認識があります。

そこで、当社における分析の課題認識についてご紹介します。

一つの明確な業務システムの構築や、「分析」そのものが業務であるな

どの場合を除くと、企業活動の中で「分析ノウハウ」の継承に苦慮され

るケースを多く見てきました。その中で、基礎的なデータ分析を底流のよ

うに継続させていることが重要と考えています。そして、データ分析を

業務の一部として継承していく上で、「知識・経験・技術」の3要素に整

理して検討する必要があります。

ネイチャーインサイトでは分析を実施する上で、下記を揃えることが必

要だと考えています。

① 分析テーマの終結点、データに対しての着目点といった方法論的な

「知識」

② 分析の過程・結果のアウトプットから対象となる事象の構造を評価

できる「経験」

③データから理解・伝達されやすい結果へ分解・編集する「技術」

また、実際の現場では右図のような「データ、情報、知識（知見）、

行動」の関連の中で分析が進められます。

コンサルティングサービス部門は、それまでのSASエンジニア業務の経

験をより具体的に価値化されたサービスの提供へ結び付けることを目的

に、コンサルティング経験者を登用することで3年前に立ち上げました。

当部門では、お客様の分析業務を支援するためデータハンドリング、デー

タ集計、レポーティング、分析を行うビジネスアナリティクス（統計解析、

データマイニング等）に携わる作業を担当しております。

私どもは、「データ、情報、知識（知見）、行動」の流れ全体を理解し、カ

バーすることではじめて分析ノウハウを継承することが可能であると考

えております。お客様の課題をヒアリングし、「知識・経験・技術」につい

てのサポート範囲を検討し、ビジネスソリューション部をはじめ、社内外

の人材との連携により継承を重視した「お客様スタイルの分析」を進め

てまいります。

ネイチャーインサイトが考える
分析の 3要素

A na ly t ics

コンサルティングサービスの
ビジネススタイル

Business St yle

春号より連載のネイチャーインサイト株式会社による記事は本号にて終了です。
記事をご提供頂きました方々には、この場をお借りして深くお礼申し上げます。
冬号から、日本電気株式会社（NEC社）による新連載スタートです。データサイエン
ティストによるSAS Visual Statistics体験記、NECが考える超高速ビッグデータア
ナリティクスの紹介、データサイエンティスト育成プログラム等、4回の連載を予定し
ています。乞うご期待ください。

Technical News　編集部より　

知 識
着目・集結点など
視点を持つ能力
（方法論）

経 験
構造・概観など
評価する能力
（知見）

技 術
分析・編集する

能力
（表現）

Information

Information

Fact Data

Data

Data

Data

Action

Action

Action

Action

Knowledge

Knowledge

Knowledge

Knowledge

Experience

Fact

①事象(Fact)は分解されてDataとなる

②Dataはテーブルとしてまとめるか他のDataと組み合わせるなどして情報(information)となる

③情報を組み合わせることで知識(Knowledge)となる

④知識は行動に移すことで経験となる
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SAS 9.4 の 2 回目のメンテナンスリリースである、SAS 9.4 TS1M2（以下、SAS 9.4 M2）が 2014 年 8月 5日にリリースされました。

この日付以降に出荷されるプロダクトおよびソリューションは、すべてこの SAS 9.4 M2 対応になります。

今回のメンテナンスには、様々な新機能やこれまでのリリースで見つかった不具合の修正等が含まれており、

SAS 9.3 などの旧バージョンからSAS 9.4 へのマイグレーション、および、プロダクトのアップグレードをご検討中のお客様には、

この最新版のご利用を推奨いたします。

また、リリースにあわせて、弊社Web ページで提供している各種情報も更新しております。こちらもご確認ください。

What's New（英語）

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/whatsnew/64788/PDF/default/whatsnew.pdf

新たに追加された機能などについて記載しております。

SASインストールセンター

http://www.sas.com/offices/asiapacific/japan/service/documentation/installcenter/index.html

このリリースに対応した新しいドキュメントを追加し、一部既存の情報も更新して掲載しております。

※日本語版 SAS オンラインヘルプは、現在、ひとつ前のメンテナンスリリース（SAS 9.4 M1）に対応した内容となっております。

今後、随時更新したドキュメントを掲載していく予定です。

なお、SAS 9.4 M2 のご利用に関しては、弊社担当営業へお問い合わせいただくか、または、下記「お問い合わせ」ページよりご連絡ください。

お問い合わせページ

http://www.sas.com/ja_jp/contact.html

朝野先生による随想『マーケティングとデータ解析』は、都合により今号は休載です。

次号より再開予定ですので、お楽しみに！

なお、過去の記事は、弊社Webページ「教育の現場から」より参照可能です。

ぜひご一読ください。

http://www.sas.com/ja_jp/industry/higher-education.html

Technical Support
テクニカルサポートからのお知らせ

SAS 9.4 TS1M2のリリースについて

SAS Academic News Digest　休載のお知らせ

テクニカルサポートからのお知らせ AUTUMN 2014

Web 版 アカデミック・ニュース
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『SAS グローバル認定プログラムにチャレンジ！』のコーナーの 6 回目です。

前回に引き続き、内容が少し専門的な IT 管理者の方向けの認定プログラム、

「SAS Platform Administrator for SAS® 9」をご紹介いたします。

今回もアクセス権の設定やオブジェクトのプロモーションなど、

SAS プラットフォームを管理するために必要な知識を問う例題にチャレンジしてみましょう。

CHALLENGE
SAS Platform Administration for SAS® 902

ライブラリSales2には、次のような権限が設定されています。

次のうち、どの文章が正しいでしょうか? 

A

C
Mary Sales2

Mary Sales2

B

D
Mary Sales2

PUBLIC  

Mary Sales2

PUBLIC

デフォルトでは、どのグループにファンデーションリポジトリの

WriteMetadata権限があるでしょうか? 

SAS Platform Administration for SAS® 9 の例題にチャレンジ！

この認定試験の概要等に関しては、前号にてご紹介いたしました。

認定試験の出題範囲や問題数などの詳細は、「SAS Technical News 2014 Summer」のP.13をご参照ください。

それでは早速、例題を出題します。正解はP.20に掲載されています。

A

C
ADMINISTRATORS 

PUBLIC

B

D
SAS SYSTEM SERVICES 

SASUSERS

● ライブラリSales2の親フォルダにはMaryに対して明示的に
メタデータの読み取り権限（RM：ReadMetadata）の許可が
付与されています。 

● ライブラリSales2では、PUBLICグループに対して明示的に
メタデータの読み取り権限の拒否が設定されています。 

CHALLENGE01SAS Platform Administration for SAS® 9

SAS Certif ication
SAS® グローバル認定プログラムにチャレンジ！ 第6回

16 AUTUMN 2014SAS Certification

Keep it up！

《ガンバルクイナ》
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今回も、SAS® 認定プロフェッショナル SAS Platform Administrator 

for SAS® 9 をご紹介しました。

この認定プログラムについてもっと学んでみたい方、また、受験してみた

いという方は、ぜひ弊社で開催しているトレーニングをご活用ください。

SAS® グローバル認定プログラムに関する詳細は、次の Web サイトを

ご確認ください。

http://www.sas.com/jp/training/certify/index.html

SAS® Platform Administration for SAS®9 を受験する前に、以下の

コースの受講をお勧めします。

もっと学んでみたい方へ

SAS 
プラットフォーム管理：
必須要素

SAS Platform 
Administration
for SAS®  9

トレーニングの詳細や関連マニュアルに関する情報は、こちらの Web

サイトに記載されています。

http://www.sas.com/jp/training/certify/benefits/prep.html

WriteMemberMetadata (WMM) 権限に関する説明で、

間違っているのはどれでしょうか?

A

C
WriteMetadata

WMM

WriteMetadata

B

D
WMM 1

コンテンツをSAS 9.1.3の環境から、SAS 9.2の開発環境へ

エクスポートしました。エクスポート後、プラットフォーム管理

者がSAS 9.2の開発環境から本番環境へあるオブジェクトの

プロモートを試みました。

このプロモーションの試行結果はどのようになるでしょうか?

A

C

B

D

CHALLENGE
SAS Platform Administration for SAS® 903 CHALLENGE04SAS Platform Administration for SAS® 9

AUTUMN 2014

解答は
P.22です！

SAS 9.1.3 SAS 9.2



Q & A

Q&A

PROC LOGISTIC DATA=one;

  MODEL y=x;

  ROC;

RUN;

例

dttmwal = TRANSLATE(PUT(DATETIME(),B8601DT19.0),'_','T')) ;

例

20140422_150456

結果
PROC LOGISTIC DATA=one;

  MODEL y=x;

  ROC;

  ROCCONTRAST ;

RUN;

例

ロジスティック回帰分析を実行し、ROC曲線を作成していま

す。このとき、ROC曲線下の面積は、出力結果における"予

測確率と観測データの応答との関連性"のC統計量となります。こ

のC統計量の信頼区間は求められますか。

SAS® 9.2 以降にて、ROCステートメントがLOGISTICプロシジャ

に追加され、ROC曲線に関連した統計量が出力されます。そ

の中に、ROC曲線下の面積(AUC)とともに、信頼区間が表示されます。

さらに、ROCCONTRASTステートメントを用いることで、異なるモデ

ルに基づくROC曲線下の面積(AUC)を比較できます。

Q

A

年月日時刻について次のような変換を行った値を作成した

いのですが、該当のフォーマットがありません。

何か方法はありませんか？

ISO形式での出力となる"B8601DTw.d"出力形式を使用しま

すとご希望の形式に近い日時値が取得できます。

その後、時間表示に使用される文字列 'T'をTRANSLATE関数で置

換すると、簡単にできます。

B8601DTw.d出力形式でミリ秒単位の出力が不要であれば、デフォ

ルトの指定 (B8601DT.)あるいは19.0で指定します。 

Q

A

Enterprise Guide の「テーブルの追加」タスクで複数のテーブル

を縦に結合する際、重複行を削除することは可能でしょうか。

残念ながら「テーブルの追加」タスク単体では重複行を削除

することができません。テーブルの追加で作成されたテーブ

ルを入力として「データの並べ替え」タスクを追加し、「隣接する重

複レコードを保持しない」オプションを指定してください。

Q

A

● ROC曲線下面積(AUC)の信頼区間

● Oracleデータベースのシノニムテーブルの
　参照方法について

● 日時データの加工

● 作成したURLリンクを全てのユーザに反映させたい

● 重複行を除外してテーブルを縦に結合したい

● データセットのエンコード情報を取得する方法

● CSVファイルを読み取り専用で作成する

●メタデータ上に定義されたライブラリの　
　 LIBNAMEステートメント表示について

● Excel ファイルのデータを読み込む際に
　範囲を指定する方法

LIBNAME ora_syn ORACLE PATH="oradb" USER=sasdemo 

PASSWORD=sasdemo DB_OBJECTS=SYNONYMS;

例

AUTUMN 2014

※デフォルトでは、切片項のみのモデル(AUC=0.5)との比較になります。

※共有されたリンクを作成するには、Visual Analytics: 管理の役割が必要です。

yyyy mm dd HH.MM.SS yyyymmdd_hhmmss

Visual Analytics Hub画面右ペインでは、URLリンクを作成

させることが可能ですが、作成したリンクを全てのユーザに

反映させることはできますか。

Visual Analytics 6.3以 降、Visual Analytics Hubメニ ュー

バー内、管理アイコン（"?"アイコンの左隣）を選択し、"右パ

ネルの共有ビューの管理"より、作成することが可能です。

Q

A
Oracle データベースのシノニムテーブルを SAS から参照す

ることはできますか。

DB_OBJECTS=SYNONYMS または ALL オプションを設定す

ることで参照できます。

本オプションに設定可能な値は、以下となります。

Q

A

TABLE    　　：テーブルのみ参照
VIEW   　　 ：ビューのみ参照
SYNONYMS ：シノニムのみ参照
ALL     　　  ：すべて参照

↓
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Q & A

LIBDEBUG: Libname temp BASE C:¥TEMP  ;

ログ

SAS管理コンソールのように、サーバーリスト内に定義され

ているライブラリでどのようなオプションが指定されている

かBase SASにて確認したいのですが、何か良い方法はありますで

しょうか？

SAS 9.3以降、SAS Metadata Server上に定義されているラ

イブラリのLIBNAMEステートメントを表示するLIBDEBUG

オプションが、LIBNAMEステートメントのオプションとして追加され

ました。

このオプションにより、メタデータ上に定義されたライブラリが実際

にはどのパスへ定義されているか、また、外部DBであればどのユー

ザーアカウントを使用して接続しているか確認することが可能です。

サーバー上の「C:¥TEMP」に対して割り当てられていることが分かり

ます。

詳細については下記のSAS Noteをご参照ください。

Usage Note 46712: Option for debugging META Libname Engine libraries

http://support.sas.com/kb/46712

Q

A

EXPORTプロシジャで CSVファイルを作成する際、自分

以外のユーザーID に対して読み取り専用に設定することは

可能でしょうか？

SAS 9.4 TS1M2 の新機能である PERMISSION= オプション

を用いることで可能です。

次のようなプログラムを記述することで、ファイル所有者以外のユー

ザー ID は読み取り可能、書き込みおよび実行は不可能な状態で 

test.csv が作成されます。

PERMISSION= オプションは、Windows版SAS および Unix版SAS 

の FILEステートメント、および FILENAMEステートメントでサポート

されます。詳しい使い方は各OS のドキュメントをご覧ください。

SAS® 9.4 Companion for Windows, Third Edition > FILE 

Statement: Windows

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/hostw

in/67279/HTML/default/viewer.htm#chfoptfmain.htm

SAS® 9.4 Companion for UNIX Environments, Fourth 

Edition > FILENAME Statement: UNIX

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/hostu

nx/67464/HTML/default/viewer.htm#n1cwdt7h01va

ken0zl8veh8x3ybc.htm

Q

A

PROC IMPORT DATAFILE="c:¥temp¥test.xlsx" 

DBMS=EXCEL 

OUT=test

REPLACE;

RANGE="Sheet1$b2:l200";

GETNAMES=NO;

RUN;

例

Excel ファイルのデータを SAS データセットへ読み込む際に 

A1 セルからではなく、 途中のセルからデータを取得すること

はできますか。

IMPORT プロシジャを使用して、Excel からデータを読み込

む際に、開始行を指定する方法として、RANGE= オプション

を使用する方法があります。

左上のセルから、右下のセルを使用して範囲を指定します。例えば、

ワークシート Sheet1 のB2 ～ L200 までを読み込む場合、以下のよ

うに指定します。(項目名を含まず、全てのセルがデータの場合)

Q

A

ODS OUTPUT ATTRIBUTES = work.sample ;

PROC CONTENTS DATA = sashelp.class ; RUN ;

ODS OUTPUT CLOSE ;

例

データセットのエンコード情報をデータセットに保存する方

法はありませんか？

データセットのエンコード情報はCONTENTSプロシジャの出

力にて確認できます。

このためODS（Output Delivery System）を使い、CONTENTSプロ

シジャの出力から直接データセットを作成します。

次のプログラムは、データセットsashelp.classのコンテンツ情報か

ら目的のデータセットwork.sampleを作成するものになります。

Q

A
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LIBNAME mylib META LIBRARY="temp" SERVER="Metadata 

Server " PORT="8561" 

USER=" " PASSWORD=XXXXXXXXXX 

REPNAME="Foundation" PROTOCOL=BRIDGE 

LIBDEBUG;

例

FILENAME file1 "c:¥temp¥test.csv" 

PERMISSION='A::u::rwx,A::g::r--,A::o::r--';

PROC EXPORT

  DATA=sashelp.class

  OUTFILE=file1

  DBMS=CSV REPLACE;

RUN;

例

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/hostwin/67279/HTML/default/viewer.htm#chfoptfmain.htm
http://support.sas.com/documentation/cdl/en/hostunx/67464/HTML/default/viewer.htm#n1cwdt7h01vaken0zl8veh8x3ybc.htm


講座全体の概要

「データ・サイエンティスト基礎講座」（全9回）
講座概要／日程

各領域「ビジネス・IT・分析」ごとのコース概要

20 SAS トレーニングのお知らせ

SAS Training
SASトレーニングのお知らせ

ビジネス IT 分析

ビジネス経験
3年以上

Windowsや 
Microsoft Office
のようなソフトウェ
ア使用経験

中等教育程度の
数学知識があると
望ましい

データ分析におけ
る基本的なIT知識
や、様々な分析ツー
ルの使用方法を身
に付けたい方

データ分析におけ
る統計的な基礎知
識を身に付け、意識
決定に繋げる分析
結果を導きたい方

ビッグデータ活用のためのSAS版「データ・サイエンティスト基礎講座」
～SASの長年にわたる実践的なアナリティクス人材育成ノウハウを凝縮した基礎講座～

データ統合開発者
SAS パワーユーザー

データ準備
データビジュアライ
ゼーション

業務部門管理者

ドメインエキスパート
意思決定
業務プロセスやROIの評価

システム担当者

モデル検証
モデル配置
モデルモニタリング

分析者 /統計家

探索的データ解析
予測モデル開発
セグメンテーション

ビッグデータの広がりやアナリティクスの企業競争力への貢献拡大に伴い、アナリティクスのスキルを持ちさまざまな業務課題を解決できる

データ・サイエンティストやアナリティクス専門家に対する人材需要が急速に高まっています。

SASエデュケーションはそうしたご要望にお応えし、将来のデータ・サイエンティストを目指す、すべての人を対象としたSAS版「データ・サイエ

ンティスト基礎講座」を開始しました。

SAS版「データ・サイエンティスト基礎講座」は、全9コースからなるトレーニング体系であり、データ・サイエンティストに問われる 「ビジネス・

IT・分析」 の3つの領域に加え、アナリティクスで解決できるビジネス課題の定義や分析するデータの準備、探索、加工、分析モデルの構築、検証、

展開、そしてモニタリングや精度評価といった、アナリティクスのライフサイクルの各プロセスに必要な基礎知識を網羅しています。各コースは1

～2日間の短期コースで、１コースからお申込みが可能なため、大変受講しやすいトレーニング体系となっています。

この機会にビジネスに競争優位をもたらすアナリティクス人材としての第一歩を、このトレーニング受講から踏み出してみませんか？

SAS Analytics Lifecycle のプロセスを基に、データ・サイエンティ

ストに必要な三つの領域「ビジネス・IT・分析」に関する基礎知識

を身に付け、ビジネス上の分析課題解決のため業務を円滑に進め

ることのできる中心的な役割を担う人を指します。

この育成講座は複数のコースから成り立ち、データ・サイエンティス

トに必要なもっとも一般的な内容を学習します。すべてのコースの

受講後には実践的なワークショップをご用意しています。

AUTUMN 2014

受
講
前
提

受
講
対
象

学
習
内
容

データ分析におけ
る様々な課題や、分
析手法、ツールの使
用方法等を事例を
通してビジネスに活
用したい方

分析結果を導き出
すために必要な、IT
の基礎知識や分析
ツールの使用方法
を学び、課題解決を
実現する手段を身
に付ける

分析課題を解決す
るための様々な統
計的な手法を学習
して、場面に応じた
適切な手法の選択
や結果の考察を行
う力を身に付ける

業務上の課題を定
義して、分析プロセ
スにおける基本的、
総合的な課題を理
解して目標を設定
し解決する考え方
を身に付ける



各トレーニングコース 一覧
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コース受講フロー

共同開発会社 ご紹介

左記のトレーニングコース一覧のうち、「※T」印のついたコースは

テンソル・コンサルティング株式会社と、「※S」印のついたコースは、

スタットコム株式会社と SAS が共同開発しました。

（★）1～8までのすべてのコースをご受講いただいた方にご参加いただけるコースです。

テンソル・コンサルティング株式会社

■ 事業内容

金融系、ネットビジネス等、様々は分野のお客様を対象とした数理

モデルに基づく経営コンサルティング業

■ 特徴や強み

金融商品のDBマーケティングから与信管理、ネットビジネスのリコ

メンデーションから不正検知、メガソーラーやプラントの故障予測

など最先端の統計数理技術に強み

■ 詳細ご参照先URL

http://www.tensor.co.jp/
　

スタットコム株式会社

■ 事業内容

統計解析コンサルテーション、メディカルライティング、EDCシステ

ム構築、研修サービス

■ 特徴や強み

スタットコム株式会社は取締役会長に大橋靖雄中央大学教授（東

京大学名誉教授）を迎え、生物統計学について最高水準のコンサ

ルテーションが強み

■ 詳細ご参照先URL

http://www.statcom.jp/

各コース詳細、及び お申込みは 下記ページをご参照ください

http://www.sas.com/jp/training/course/dsb
.html
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分析課題の理解と解決

分析活用事例とモデル構築体験 （※T）

データ準備・探索・加工ツールの利用

データ探索に必要な分析基礎 （※S）

モデル開発・検証・展開ツールの利用

分析モデルの理解と結果の評価1 （※T）

分析モデルの理解と結果の評価2 （※T）

ビジュアライゼーション・ツールの利用

最終実践ワークショップ （★）

￥21,600

￥37,800

￥64,800

￥129,600

￥64,800

￥151,200

￥75,600

￥37,800

￥64,800

半日間

半日間

1日間

2日間

1日間

2日間

1日間

半日間

1日間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

コース名 日数 税込価格

分析モデルの理解と
結果の評価１

分析モデルの理解と
結果の評価2

最終実践
ワークショップ

ビジュアライゼーション・
ツールの利用

分析活用事例と
モデル構築体験

分析課題の
理解と解決

データサイエンティスト育成講座 ビジネス I T 分析

1 2

6

7

8

9

データ準備・探索・
加工ツールの利用

3
データ探索に
必要な分析基礎

4

モデル開発・運用
ツールの利用

5

http://www.sas.com/jp/training/course/dsb.html


22 リリース／Hot Fix 最新情報

（ADJRSQ, AIC, AICC, BIC, CP, PRESS, SBCなど）にて選択されます。

CHOOSE=オプションが指定されていない場合には、変数選択のステッ

プにおける最後のモデルが最適なモデルとなります。表4では、変数選

択にて指定できるサブオプション、および変数選択の手法との対応を

示しています。

Latest Releases
最新リリース情報

Microsoft Windows版
Microsoft Windows x64版

PCプラットフォーム

SunOS/Solaris版
x64 Solaris版
HP-UX版
HP-UX（Itanium）版 
AIX版
Linux（Intel）版
x64 Linux 版

UNIXプラットフォーム

IBM版（OS/390, z/OS）

メインフレームプラットフォーム 

SAS 9.3 / 9.4
SAS 9.3 / 9.4

 SAS 9.3 / 9.4

SAS 9.3/ 9.4
SAS 9.3/ 9.4
SAS 9.3
SAS 9.3/ 9.4
SAS 9.3/ 9.4
SAS 9.3
SAS 9.3/ 9.4
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SAS Technical News入手
SAS Technical Newsは、右記のURLから入手できます。 http://www.sas.com/jp/periodicals/technews/index.html 

Latest Hot Fix
最新Hot Fix 情報

Technical Support Hot Fixes

http:// f tp.sas.com/techsup/download/hotfix /hotfix.html

例題01：B　例題02：C　例題03：C　例題04：DCer t i f icat ion Answers

SASのHot Fixは、主に特定の不具合に対する修正プログラムであり、

緊急度の高い不具合に対応したものから優先的に作成されています。

また、SASのHot Fixは累積的な修正であるため、これまで関連する

修正をバンドルして提供しています。

Hot Fixを適用するタイミングとしては、問題が発生してから適用

する場合と、事前に適用する場合と2通りあります。

前者の場合、適用のタイミングによっては、モジュールのメンテナンス

レベルに差がでる可能性があります。

後者の場合、常に最新モジュールを使用することになるため、既知の

障害に遭遇する危険性を未然に防ぐことができます。

Hot Fixは、下記の専用ホームページで提供しています。なお、基本

的に次期バージョンのリリース時には、Hot Fixで対応したものも含

め、現行バージョンのリリース後に見つかった不具合に対応したもの

が提供されます。

Hot Fixについては、定期的にご確認ください。
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http://ftp.sas.com/techsup/download/hotfix/hotfix.html



